
市内で被災した学校の現状について。  

 台風１９号による大雨のため、市内の河川

が至るところで氾濫し、大きな被害を残しま

した。富久山清掃センターも被災し、災害ご

みの処理も不十分なままです。 

現在、市内の３つの小学校では、校舎が被

災し授業が行えないため、いくつかの学校に

子どもを移動して授業を再開しています。 

学 校 名 移 動 先 

小泉小学校 明健小学校と明健中学校 

永盛小学校 

１・２年生=緑ヶ丘第一小学校 

３・４年生=小原田小学校 

５年・支援=安積第三小学校 

６年=小原田中学校 

赤木小学校 

１・２年生=金透小学校 

３・４年生=桃見台小学校 

５・６年生=郡山第五中学校 

特別支援学級=芳山小学校 

 子どもたちは、自分たちの学校からバスで

移動先へ行き、そこで学習を進めていて、慣

れない環境下で大変な苦労をしています。 

 開成小学校や開成地区は、台風１９号の影

響は受けませんでしたが、すぐ近くで困難な

中、学習している子どもたちが大勢いること

を知って、自分がやらなければならないこと

を考え、実践してくれることを願っています。 

予告なし避難訓練を行いました。    

 １１月 1日（金）の業間の時間に「予告な

し避難訓練」を行いました。 

 業間の時間なので、子どもたちは、校庭や 

中庭、体育館、図書室等様々な場所で過ごし

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 近くに先生がいない中でも、落ち着いて放

送を聞き、安全に注意して避難することがで

きていました。 

 
 災害や事件・事故はいつ起こるか分かりま

せん。だからこそ、日頃の訓練が大切になっ

てきます。 

緑の少年団活動・パンジー移植。    

 来年の春にきれいな花を咲かせるのを楽

しみに、緑の少年団の子どもたちが正門前に

パンジーの花苗を移植しました。 

 

 他の特設クラブと同じように、緑の少年団

は希望する子どもたちで活動しています。 

 他の特設クラブに入っている子どもも多

いため、活動はどうしても業間の時間や昼休

みの時間になってしまいます。それでも多く

の子どもたちが参加し、奉仕的な心で活動し

ていることをとても嬉しく思います。 
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